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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】枝打ちのような作業時に、植物の汁から伝染す
る病院菌の感染を遮断して、作業の便宜性を図ると共に
、作業時間を短縮することができ、携帯及び保管時に安
全事故を防止することができる切断及び消毒を並行でき
る園芸用はさみを提供する。
【解決手段】切断刃１１及び柄１２が一体に形成されて
おり、且つ左右対称に配置された一対のはさみ部材１０
と、はさみ部材１０を交差させてヒンジ式に締結するピ
ン状の結合部材２０と、薬液を入れるための薬液容器３
０とを備え、はさみ部材１０の柄１０の断面は円弧状を
有し、二つの柄１２のうち、いずれか一方の円弧面の内
側に薬液通路及び薬液容器挿入口１４を備え、薬液通路
１３は互いに当接した切断刃１１の対面部１１ａの内側
を貫通するように形成され、薬液容器挿入口１４は、液
通路１３と連結され、薬液容器３０は着脱可能に構成さ
れている。
【選択図】図１
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【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
　切断刃（１１）及び柄（１２）が一体に形成されており、左右対称に配置された一対の
はさみ部材（１０）と、
　前記はさみ部材（１０）を交差させてヒンジ式に締結するピン状の結合部材（２０）と
、
　薬液を入れるための薬液容器（３０）とを備え、
　前記はさみ部材（１０）の前記柄（１２）の断面は円弧状を有し、二つの柄（１２）の
うち、いずれか一方の円弧面の内側に薬液通路（１３）及び薬液容器挿入口（１４）が形
成されており、前記薬液通路（１３）は、互いに当接した切断刃（１１）の対面部（１１
ａ）の内側を貫通するように形成され、前記薬液容器挿入口（１４）は、前記薬液通路（
１３）と連結されており、
　前記薬液容器（３０）は、着脱可能に構成されることを特徴とする切断及び消毒を並行
できる園芸用はさみ。
【請求項２】
　前記薬液容器挿入口（１４）は、スライディング方式の締結手段（１４ａ）をさらに備
え、装着及び分離が可能に構成されることを特徴とする請求項１に記載の切断及び消毒を
並行できる園芸用はさみ。
【請求項３】
　前記薬液容器（３０）は、密封蓋（３１）をさらに備え、別に保管が可能になることを
特徴とする請求項１に記載の切断及び消毒を並行できる園芸用はさみ。
【請求項４】
　前記はさみ部材（１０）は、二つの柄（１２）の間に弾性手段（４０）を備え、各々の
柄（１２）の内側に形成された支持突起（１２ａ）に弾性手段（４０）の両端が結合され
て固定されることを特徴とする請求項１に記載の切断及び消毒を並行できる園芸用はさみ
。
【請求項５】
　前記はさみ部材（１０）は、前記切断刃（１１）の対面部（１１ａ）のうちの少なくと
も一方に、前記薬液通路（１３）と連結される分散流路（１１ｂ）をさらに備えることを
特徴とする請求項１に記載の切断及び消毒を並行できる園芸用はさみ。
【請求項６】
　前記薬液容器挿入口（１４）は、前記薬液容器（３０）を装着して使用するとき、前記
薬液容器（３０）内の薬液が漏れることを防止するための密閉手段（１４ｂ）をさらに備
えることを特徴とする請求項１～５のいずれか１項に記載の切断及び消毒を並行できる園
芸用はさみ。
【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本考案は、切断及び消毒を並行できる園芸用はさみに関する。
【背景技術】
【０００２】
　一般的に、野菜類は、果実の成長及び結実を良くするか、作物の形を良くするなどの目
的のために、枝打ちや接木のような一連の作業を要する。
【０００３】
　従来、前記のような作業時に使用する道具として、多様なはさみが提案されている。例
えば、特許文献１に開示されている「花ばさみ」がある。
【０００４】
　花ばさみは、園芸用作物や果樹の枝打ち時に使用するものであって、花ばさみの作動状
態をロック状態または解除状態にするための所定の作動板を備える。作動板を人為的に操
作して、花ばさみの状態をロック状態または解除状態にすることによって、花ばさみの所
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持時または保管時に、花ばさみによる安全事故を防止するように構成されている。
【０００５】
　しかし、花ばさみは、木の汁を通じて伝染する細菌やウイルスのような病源菌によって
感染された木の枝に対して作業した後、同じ花ばさみで他の木に対して枝打ち作業を行う
場合、その他の木に病原菌を感染させるという問題点がある。
【０００６】
　また、特許文献２に開示されている「剪定ばさみ」がある。
【０００７】
　剪定ばさみは、前記花ばさみに存在する問題点を解決するために提案されたものであっ
て、枝打ち時に消毒液を切断刃上に噴射して、切断刃と木の枝の切られた部分とを消毒す
ることによって、枝打ちのような作業により伝染性のある病源菌が感染されることを防止
するように構成されている。
【０００８】
　前記剪定ばさみは、消毒液貯蔵容器、ポンピングレバーを含むポンプ、ノズルなどを備
えるが、その複雑な構成によって生産性が低下するという問題点がある。さらに、剪定ば
さみのボディーに形成された柄の外側に装着された消毒液貯蔵容器は、枝打ち時に木の枝
との干渉によって、作業が遅延されるという問題点がある。
【０００９】
　さらに、前記剪定ばさみは、消毒液貯蔵容器内の消毒液が消尽するたびに、ユーザーが
、剪定ばさみのボディーに消毒液貯蔵容器が装着された状態で、改めて消毒液を製造して
充填させればならないという面倒さがある。また、その度に枝打ちのような作業が長時間
中断されるため、作業自体が遅延されるという問題点がある。
【特許文献１】韓国登録実用新案第１２０４６１号明細書
【特許文献２】韓国登録実用新案第２０９１２９号明細書
【考案の開示】
【考案が解決しようとする課題】
【００１０】
　本考案は、前記問題点を解決するためになされたものであって、その目的は、枝打ちの
ような作業時に、木の汁を通じて伝染する細菌やウイルスのような病源菌が感染されるこ
とを防止することができる、切断及び消毒を並行できる園芸用はさみを提供するところに
ある。
【００１１】
　本考案の他の目的は、枝打ち時に木の枝との干渉を防止すると同時に、薬液が消尽した
とき、薬液容器の交替を容易にすることにより作業の便宜性が図られて、作業時間を短縮
することができる、切断及び消毒を並行できる園芸用はさみを提供するところにある。
【００１２】
　本考案のさらに他の目的は、保管及び所持時に便宜性を図ることができる、切断及び消
毒を並行できる園芸用はさみを提供するところにある。
【課題を解決するための手段】
【００１３】
　前記課題を解決するために、本考案の切断及び消毒を並行できる園芸用はさみは、切断
刃及び柄が一体に形成されており、左右対称に配置された一対のはさみ部材と、はさみ部
材を交差させてヒンジ式に締結するピン状の結合部材と、薬液を入れるための薬液容器と
を備え、はさみ部材の柄の断面は円弧状を有し、二つの柄のうち、いずれか一方の円弧面
の内側に薬液通路及び薬液容器挿入口を備え、薬液通路は互いに当接した切断刃の対面部
の内側を貫通するように形成され、薬液容器挿入口は薬液通路と連結され、薬液容器は着
脱可能に構成されている。
【００１４】
　また、本考案の薬液容器挿入口は、スライディング方式の締結手段をさらに備えて、装
着及び分離が可能に構成されており、特に、薬液容器は密封蓋を備えるので、別の複数の
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薬液容器に薬液を入れて所持することができる。
【考案の効果】
【００１５】
　本考案によれば、切断及び消毒を並行できる園芸用はさみは、切断刃の対面部に形成さ
れた薬液通路、薬液容器挿入口及び薬液を入れるための薬液容器を備えることによって、
枝打ちのような作業時に、木の汁を通じて伝染する細菌やウイルスのような病源菌が感染
されることを防止することができる。
【００１６】
　また、はさみ部材の柄の断面を円弧状に形成し、薬液通路及び薬液容器挿入口を柄の円
弧面の内側に備えることによって、枝打ち時に木の枝との干渉を防止すると同時に、薬液
が消尽したとき、薬液容器の交替を容易にすることができて、作業の便宜性が図られ、作
業時間を短縮することができる。
【００１７】
　さらに、作業中の携帯が容易であり、保管時の切断刃による安全事故を防止することが
できる。
【考案を実施するための最良の形態】
【００１８】
　以下、添付図面を参照して、本考案の好ましい実施形態に係る切断及び消毒を並行でき
る園芸用はさみについて詳細に説明する。
【００１９】
　図１及び図２に示すように、本考案の切断及び消毒を並行できる園芸用はさみは、一体
に形成された切断刃１１及び柄１２と、切断刃１１と柄１２とがそれぞれ左右対称に形成
された一対のはさみ部材１０と、前記はさみ部材１０を交差させてヒンジ式に締結するピ
ン状の結合部材２０と、を備える。
【００２０】
　特に、前記はさみ部材１０は、前記柄１２の縦方向の断面が円弧状を有し、両柄１２の
うち、いずれか一方の柄１２の円弧面の内側に形成された薬液通路１３及び薬液容器挿入
口１４を備える。前記薬液通路１３は、互いに当接する前記切断刃１１の対面部１１ａ側
に内部を貫通するように形成され、前記薬液容器挿入口１４は、前記薬液通路１３と連結
されており、薬液を入れるための薬液容器３０は、着脱可能に形成される。
【００２１】
　本考案においては、前記はさみ部材１０の前記柄１２の断面を円弧状に形成することに
よって、芽つみや枝打ちのような作業時に、ユーザーのグリップ（Ｇｒｉｐ）感を向上さ
せて手の疲労感を低下させると同時に、前記薬液容器３０が着脱できる前記薬液容器挿入
口１４を前記柄１２の円弧面の内側に備えることによって、前記薬液容器３０と木の枝と
の間の干渉を防止することができる。それにより、芽つみや枝打ちのような作業時に効率
性を向上させると同時に、作業時間を短縮することができる。
【００２２】
　ここで、前記はさみ部材１０の二つの柄１２の間に、コイルバネのような所定の弾性手
段４０をさらに備えることにより、作業時にユーザーの手数を減らすことができる。
【００２３】
　前記弾性手段４０がコイルバネ状に形成される場合には、二つの柄１２の内側にそれぞ
れの所定の支持突起１２ａを設けて、前記弾性手段４０の両端部を前記支持突起１２ａに
結合させる。
【００２４】
　前記薬液容器挿入口１４は、二つの柄１２のうち、いずれか一方の円弧面の内側に形成
されるが、図２及び図５に示すように、前記切断刃１１の対面部１１ａに向かって内部に
貫通する薬液通路１３と連結されるように一体に形成されることが好ましい。しかし、図
１に示すように、前記薬液通路１３と当接する面上に所定の締結手段１４ａをさらに備え
ることにより、結合及び分離を可能にしてもよい。
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【００２５】
　このとき、前記薬液容器挿入口１４の締結手段１４ａは、互いに噛み合う所定の凹凸状
に形成され、スライディング方式によって結合及び分離を容易にすると同時に、前記薬液
通路１３との密着性を確保するように形成されることが好ましい。
【００２６】
　前記薬液容器挿入口１４の結合及び分離が可能に形成される場合、前記薬液容器３０が
不要な作業を行うとき、はさみ自体の構成を簡単にすることができると同時に、作業道具
の重量を軽くすることにより、ユーザーの作業の効率性を向上させることができる。
【００２７】
　前記薬液容器挿入口１４は、前記薬液容器３０の入口に対応する形状を有するが、前記
薬液容器挿入口１４の外面、すなわち、前記薬液容器３０の入口に挿入されて前記薬液容
器３０と当接する面上に所定の密閉手段１４ｂを備えることによって、前記薬液容器３０
内の薬液が漏れることを防止するように形成することが好ましい。例えば、前記薬液容器
挿入口１４の前記密閉手段１４ｂは、リング状を有するゴムまたは軟質の合成樹脂から形
成されることが好ましい。また、前記薬液容器挿入口１４の外面に所定の溝を形成して、
前記リングをその溝に固定させる。
【００２８】
　前記はさみ部材１０は、前記切断刃１１の対面部１１ａ、すなわち、ピン状の結合部材
２０によって互いに当接する前記切断刃１１の両面のうちの少なくとも一方に、前記薬液
通路１３と連結される分散流路１１ｂをさらに備えることが好ましい。
【００２９】
　前記分散流路１１ｂは、所定の幅及び深みを有する溝状に形成される。図３に示すよう
に、前記分散流路１１ｂは、ユーザーが作業時に前記薬液容器挿入口１４に装着された前
記薬液容器３０を傾けたとき、前記薬液通路１３に沿って流れる薬液を誘導して、前記切
断刃１１の前記対面部１１ａ全体に均一に拡散させる役割を行う。
【００３０】
　図４に示すように、前記薬液容器３０は、密封蓋３１をさらに備えることによって、ユ
ーザーは、前記薬液容器挿入口１４に装着された薬液容器３０の外にも複数の薬液容器に
薬液を入れて所持することができる。このとき、前記薬液容器３０は、薬液の残量を肉眼
で確認することができるように、透明な材質から形成されることが好ましい。
【００３１】
　このように、前記密封蓋３１を備えた薬液容器３０を用いると、作業中に前記薬液容器
挿入口１４に装着された前記薬液容器３０の薬液がすべて消尽したとき、ユーザーは、所
持している他の薬液容器を交換して作業を続けることができる。したがって、作業の便宜
性を図るとともに、作業時間を短縮することができる。
【００３２】
　図５に示すように、はさみ部材１０の柄１２の先端部に、所定のロック手段１２ｂを備
えることによって、作業途中の休み時間または作業後の保管時に、切断刃１１による安全
事故を防止することができる。
【００３３】
　このとき、前記ロック手段１２ｂは、二つの柄１２のうち、一方の柄１２の先端部に紐
またはリングのような形状に形成できるが、他方の柄１２を共に取り合わせて弾性手段４
０の弾性力を抑制し、両切断刃１１の展開状態を取り合わせ状態にすることができる形状
に形成することが好ましい。
【００３４】
　以下では、前記のように構成された本考案の好ましい実施形態を例として挙げて、多様
な使用状態での作動関係を説明する。
【００３５】
　図３に示すように、二つのはさみ部材１０の柄１２の内側に形成されたコイルバネのよ
うな弾性手段４０からの弾性力によって、柄１２と当該柄１２のそれぞれに一体に形成さ
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れた切断刃１１とは、展開状態、すなわち、両切断刃１１が広げられた状態を維持する。
【００３６】
　この状態で、ユーザーは、展開状態の前記切断刃１１の間に、切ろうとする作物体の葉
及び枝を入れ、手に力を入れて前記はさみ部材１０の両柄１２を加圧することにより作物
体の所定の部位を切り落とす。
【００３７】
　ここで、薬液容器挿入口１４に装着された薬液容器３０を傾ければ、前記薬液容器３０
内の薬液が前記薬液容器挿入口１４を経由した後、互いに当接した前記切断刃１１の対面
部１１ａに向って内側に貫通した薬液通路１３を経由し、前記薬液通路１３を経由した薬
液は、再び前記切断刃１１の分散流路１１ｂに沿って流れて、前記切断刃１１の対面部１
１ａ全体にわたって均一に拡散される。
【００３８】
　このとき、前記薬液容器挿入口１４の密閉手段１４ｂは、前記薬液容器３０と前記薬液
容器挿入口１４との間で薬液が漏れることを防止し、前記切断刃１１の対面部１１ａ全体
に拡散された薬液は、両切断刃１１及び前記切断刃１１によって切られた木の枝の切断面
を消毒する。したがって、接木や枝打ちのような作業時に、植物の汁を通じて伝染する細
菌やウイルスまたは糸状菌のような病源菌が感染されることが防止することができる。
【００３９】
　そして、ユーザーは、密封蓋３１を備えた複数の薬液容器３０内に適量の薬液を入れて
所持して、作業中に薬液容器３０内の薬液が消尽したとき、簡単に他の薬液容器に交換す
ることによって作業を続けることができる。それにより、作業の便宜性を図ると同時に、
作業時間を短縮することができる。
【００４０】
　また、作業途中の休み時間及び作業後の保管時には、図５に示すように、両はさみ部材
１０の柄１２の先端部に形成されたロック手段１２ｂを利用して、両切断刃１１を取り合
わせることによって、前記切断刃１１による安全事故を防止することができる。
【００４１】
　すなわち、二つの柄１２のうちの一方に備えられて他方の柄１２を取り合わせるロック
手段１２ｂによって、両柄１２の間に備えられた弾性手段４０は、圧縮状態でその弾性力
が抑制され、展開された両切断刃１１は取り合わせ状態を維持できるので、切断刃１１に
よる安全事故を防止することができる。
【００４２】
　以上、本考案では、考案に対する理解を深めるために、特定の実施形態を中心に説明し
たが、本考案の技術的思想がそれに限定されるものではなく、本考案の概念を離脱しない
範囲内で、当業者によって変形または変更実施されることができるということも本考案の
請求範囲に含まれる。
【図面の簡単な説明】
【００４３】
【図１】本考案の好ましい実施形態による切断及び消毒を並行できる園芸用はさみの分解
状態を立体的に示す図面である。
【図２】本考案の好ましい実施形態による切断及び消毒を並行できる園芸用はさみの結合
状態を示す図面である。
【図３】本考案の好ましい実施形態による切断及び消毒を並行できる園芸用はさみの使用
状態を示す部分断面図である。
【図４】本考案の好ましい実施形態による切断及び消毒を並行できる園芸用はさみの薬液
容器を立体的に示す図面である。
【図５】本考案の好ましい実施形態による切断及び消毒を並行できる園芸用はさみの保管
状態を示す図面である。
【符号の説明】
【００４４】
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　１０　　　はさみ部材
　１１　　　切断刃
　１１ａ　　対面部
　１１ｂ　　分散流路
　１２　　　柄
　１２ａ　　支持突起
　１２ｂ　　ロック手段
　１３　　　薬液通路
　１４　　　薬液容器挿入口
　１４ａ　　締結手段
　１４ｂ　　密閉手段
　２０　　　結合部材
　３０　　　薬液容器
　３１　　　密封蓋
　４０　　　弾性手段

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】

【図５】
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